
奥
能
登
珠
洲
方
言
の
「
デ
ァ
・
ジ
ャ
・
ヤ
」

愛
宕
　
八
郎
康
隆

地
位
は
、
き
わ
め
て
基
本
的
な
も
の
と
言
え
よ
う
。

そ
の
断
定
表
現
法
は
、
多
く
し
一
群
の
断
定
の
助
動
詞
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ

共
通
語
、
地
方
語
を
と
わ
ず
、
表
現
法
体
系
の
中
に
占
め
る
断
定
表
現
法
の
　
　
て
い
る
。

奥
能
登
珠
洲
方
言
の
断
定
表
現
法
も
ま
た
、
諸
種
の
断
定
の
助
動
詞
に
よ
っ

〔妃形略図〕

て
導
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
ヤ
」
、
「
ジ
ャ
　
（
ヂ
ャ
）
　
」
、
「
デ
ァ
」
、

「
デ
ン
ス
」
、
「
デ
ス
」
、
「
ナ
リ
」
な
ど
の
類
が
そ
れ
で
あ
る
。

ー48－
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こ
の
小
稿
で
は
、
そ
れ
ら
の
断
定
の

助
動
詞
の
う
ち
、
「
デ
ァ
」
、
「
ジ
ャ

（
ヂ
ャ
）
」
、
「
ヤ
」
の
類
を
と
り
あ

げ
、
そ
の
生
態
に
つ
い
て
述
べ
る
と
と

も
に
、
あ
わ
せ
て
、
こ
の
地
方
で
の
こ

れ
ら
三
者
の
成
立
に
つ
い
て
、
通
時
論

的
解
釈
を
試
み
よ
う
と
す
右
も
の
で
あ

る
。以

下
、
「
ヤ
」
、
「
ジ
ャ
　
（
ヂ

ャ
）
」
、
「
デ
ァ
」
の
類
と
、
腰
に
行

な
わ
れ
ざ
ま
を
見
て
い
く
こ
と
に
す

る
。



2

珠
洲
方
言
の
断
定
の
助
動
詞
中
、
今
日
最
も
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、

1
「
ヤ
」
の
類
で
、
中
で
も
終
止
形
の
‖
「
ヤ
」
が
目
立
つ
。

○
刺
－
ン
ト
刊
　
ゾ
引
ヤ
ー
。
本
当
で
す
よ
ね
え
。
（
老
女
1
中
女
）
飯
田

○
剥
ヤ
サ
カ
イ
：
　
封
ヤ
ー
。
そ
う
で
す
か
ら
ね
え
。
　
（
老
男
1
a
）
外
山

○
ソ
ー
ヤ
　
ト
可
ト
t
。
そ
う
で
す
っ
て
ば
よ
。
（
中
女
1
a
）
　
狼
煙

○
ソ
ー
ヤ
。
月
「
ヤ
　
4
キ
ャ
。
　
そ
う
で
す
。
そ
う
で
す
ね
え
。
（
中
男

1
中
女
）
角
間

○
ト
ー
イ
　
ト
コ
可
刊
　
ノ
ー
キ
ャ
ー
。
遠
い
と
こ
ろ
で
す
ね
え
。
（
少
男
1

a
）
高
屋

な
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
る
「
ヤ
」
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
「
ヤ
」
は
、
年
眉
・
性
別
を
超
え
て
珠
洲
地
方
全
域
に
、
広
く

分
布
が
見
ら
れ
、
そ
の
行
な
わ
れ
か
た
は
、
ま
こ
と
に
盛
ん
で
あ
る
。
な
か
で

，も、
○
ク
ー
カ
ヤ
ノ
　
剥
1
カ
ラ
　
キ
ク
が
ヤ
。
高
屋
の
方
か
ら
来
た
の
で
す
。

（
中
女
1
a
）
木
ノ
活

l

l

l

l

　

1

　

．

1

0
ク
ラ
イ
ッ
キ
モ
　
セ
ネ
ド
ー
　
フ
ー
フ
ッ
テ
　
オ
ド
ス
が
ヤ
ー
。
（
牛
は
）

く
ら
い
つ
き
も
し
な
い
け
れ
ど
、
フ
ー
フ
ー
ツ
て
お
ど
す
の
で
す
。

（
老
女
1
▼
a
）
北
山

○
ア
ノ
l
　
刊
ヂ
ャ
ー
メ
ー
ー
ア
ガ
ッ
テ
　
メ
ン
が
ヤ
。
あ
の
お
じ
い
さ

ん
は
目
が
す
っ
か
り
だ
め
に
な
っ
て
見
え
な
い
の
で
す
。
　
（
老
男
1

a
）
中

な
ど
の
よ
う
に
、
述
部
末
の
「
が
」
準
体
助
詞
を
受
け
て
立
つ
場
合
の
「
ヤ
」

が
よ
く
見
出
さ
れ
る
。

「
ヤ
」
終
止
形
と
並
ん
で
、
連
用
形
、
脚
「
ヤ
ッ
　
（
た
）
」
も
聞
か
れ
る
。

○
タ
ン
列
　
d
ン
セ
ー
フ
外
リ
ヤ
ッ
タ
　
が
。
た
っ
た
先
生
は
二
人
で
し

た
よ
。
（
老
男
1
a
）
大
谷

○
ア
別
イ
が

ス
キ
ナ
　
ヒ
ト

ダ
レ
ヤ
ッ
タ

ケ
ヤ
ー
。
赤
い
氷
水
の
好

き
な
人
は
誰
で
し
た
か
ね
。

（
中
女
1
中
男
）
正
院

○
ア
レ
ー
　
ホ
ン
ナ
ラ
　
ダ
り
ダ
レ
ヤ
ッ
タ

で
し
た
か
ね
。
（
老
女
I
a
）
寺
家

○
ソ
シ
ヵ
ラ
　
ナ
ン
モ
ー
ユ
勇
司
ヤ
ッ
タ

l
l
ヽ
．

ケ
ー
。
あ
れ
は
そ
れ
で
は
誰
々

ワ
ネ
ー
。
そ
れ
か
ら
何
も
言
わ

な
い
ま
ま
で
し
た
わ
ね
え
。
（
中
男
1
老
女
）
白
滝

こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
完
了
の
助
動
詞
「
タ
」
に
接
し
て
用
い
ら
れ
る
。
終
止

形
「
ヤ
」
に
比
べ
て
ふ
る
わ
な
い
が
、
「
ヤ
」
終
止
形
の
あ
る
ほ
と
ん
ど
の
部

落
に
、
相
伴
っ
て
見
出
さ
れ
る
。

連
用
形
に
つ
い
で
は
、
巳
然
形
川
「
ヤ
レ
」
が
と
り
あ
げ
ら
れ
る
。

－
　
　
　
．
．
．
ヽ

○
ヘ
ン
ダ
ク
　
シ
タ
が
ヤ
レ
ド
ー
　
イ
マ
　
ハ
ヤ
…
…
。
（
昔
は
）
縫
い
物

を
し
た
の
で
す
け
れ
ど
今
は
も
う
…
…
。
（
老
女
1
同
）
折
戸

○
イ
ク
ツ
モ
　
ヤ
ル
ガ
ヤ
レ
ド
ー
シ
封
イ
司
　
ヤ
ラ
レ
ン
ゲ
ー
。
（
演
芸

会
に
は
）
　
い
く
種
類
も
の
芸
を
や
る
の
で
す
け
れ
ど
も
（
や
り
か
た

を
）
知
ら
な
い
の
で
や
れ
な
い
の
で
す
。
（
中
女
l
▼
a
）
筐
技

．
．
．
．
．
．
　
■
ヽ

○
オ
カ
タ
ニ
ー
ク
ル
塑
一
ユ
ー
ト
ッ
タ
ー
ヤ
レ
ド
I
l
。
岡
田
に
来
る
よ
う

に
言
っ
て
お
い
た
の
だ
が
。
（
中
男
1
中
女
）
南
山

○
イ
マ
ー
　
ハ
ヤ
ー
オ
4
月
ヤ
レ
ド
モ
　
封
ヤ
。
今
は
も
う
「
オ
シ
メ
」
と
い

う
こ
と
ば
で
す
け
れ
ど
も
ね
え
。
（
老
女
I
a
）
馬
淀

こ
れ
ら
の
「
ヤ
レ
」
は
、
す
べ
て
古
態
の
接
続
助
説
の
「
ド
」
、
時
に
「
ド
モ
」

－50－



に
接
し
て
、
「
ヤ
レ
ド
」
、
「
ヤ
レ
ド
モ
」
の
よ
う
に
固
定
的
に
用
い
ら
れ
、

中
年
層
以
上
の
男
女
、
特
に
老
年
層
に
よ
く
見
出
さ
れ
る
。

分
布
と
い
う
こ
と
で
は
、
内
浦
別
に
は
う
す
く
、
馬
渡
・
善
野
・
白
滝
・
上

正
力
・
中
・
大
坊
・
岡
田
・
杉
山
・
笹
技
な
ど
の
山
地
部
に
濃
い
分
布
が
辿
ら

れ
る
。「

ヤ
」
、
「
ヤ
ッ
　
（
た
）
」
、
「
ヤ
レ
」
の
ほ
か
に
は
、
い
わ
ゆ
る
断
定
の

推
量
形
同
「
ヤ
ロ
」
が
あ
る
。

○
ソ
ヤ
ロ
　
カ
ー
。
そ
う
で
し
ょ
う
か
。
（
老
男
－
▼
中
男
）
角
間

○
セ
ン
セ
ー
オ
ラ
ー
ズ
ヤ
ロ
　
カ
ネ
ー
ヤ
。
先
生
は
お
ら
れ
な
い
の
で
し
ょ
う

か
ね
。
（
老
女
1
中
女
）
真
浦

○
珂
ヤ
ロ
1
　
4
キ
ャ
。
そ
う
で
し
ょ
う
よ
ね
え
。
（
中
男
1
同
）
大
坊

○
ド
ー
シ
タ
ン
ヤ
ロ
ー
テ
テ
ー
。
ど
う
し
た
の
だ
ろ
う
と
い
っ
て
。
（
中
女

1
同
）
　
正
院

○
ダ
ッ
判
別
ン
が
ヤ
ロ
ー
t
。
だ
め
な
の
で
し
ょ
う
。
（
少
女
1
中
女
）
青
野

な
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
る
「
ヤ
ロ
」
で
あ
る
。

「
ヤ
ロ
」
は
、
「
ヤ
」
終
止
形
と
並
ん
で
よ
く
栄
え
て
お
り
、
珠
洲
地
方
の

全
域
に
そ
の
分
布
を
辿
る
こ
と
が
で
き
を
。

以
上
、
「
ヤ
」
、
「
ヤ
ッ
　
（
た
）
　
」
、
「
ヤ
レ
」
、
「
ヤ
ロ
」
と
、
「
ヤ
」

の
類
を
見
て
き
た
が
、
品
位
は
、
ま
ず
中
等
位
か
ら
や
や
上
と
受
け
と
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
「
ヤ
」
の
類
は
、
珠
洲
方
言
の
断
定
の
助
動
詞
中
、
・
最
も
有

力
な
一
類
を
な
し
、
こ
の
方
言
で
の
、
い
わ
ば
共
通
語
的
地
位
に
立
つ
も
の
と

言
う
こ
と
が
で
き
る
。

3

「
ヤ
」
の
類
に
つ
い
で
は
、
2
「
ジ
ャ
　
（
ヂ
ャ
）
」
の
類
、
つ
ま
り
、
川

「
ジ
ャ
　
（
ヂ
ャ
）
」
、
間
「
ヂ
ャ
ッ
　
（
た
）
」
、
㈹
「
ヂ
ャ
ロ
」
が
と
り
あ
げ

ら
れ
る
。
ま
ず
、
「
ヤ
」
の
類
の
優
勢
に
対
し
て
ノ
「
ジ
ャ
　
（
ヂ
ャ
）
」
の
類

の
劣
勢
が
注
目
さ
れ
る
。

終
止
形
、
川
「
ジ
ャ
　
（
ヂ
ャ
）
」
を
見
よ
う
。

○
瑚
ン
ト
司
ヤ
ー
t
。
ま
っ
た
く
で
す
。
（
中
女
1
中
男
）
馬
絞

○
ソ
ー
ジ
ャ
。
ソ
ー
ー
ジ
ャ
。
そ
う
で
す
。
そ
う
で
す
。
（
中
男
・
▼
a
）
琶
波

○
ア
ン
タ
ワ
　
ヒ
可
月
可
4
　
ヒ
〓
ジ
ャ
。
ソ
当
り
ゴ
舛
呵
－
サ
ン
・
あ
な

た
は
広
島
の
人
で
す
P
そ
れ
は
ど
苦
労
さ
ま
。
（
老
男
1
▼
a
）
笹
波

○
ホ
ー
ン
ト
巧
ヤ
ー
　
ワ
ィ
。
ほ
ん
と
う
で
す
わ
よ
。
（
老
女
l
同
）
大
谷

な
ど
の
よ
う
な
用
例
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
右
の
諸
例
文
の
よ
う
な
も
の
は
乏
し
く
、
そ
の
大
半
例
は
、
特
定

の
音
環
境
に
あ
ら
わ
れ
る
事
実
が
注
目
さ
れ
る
。

こ
こ
に
特
定
の
音
環
境
と
い
う
の
は
、

○
コ
月
　
ナ
ン
ヂ
ャ
　
ヨ
ー
ー
。
こ
れ
は
何
で
す
か
い
。
（
老
女
1
中
女
）
飯
田

○
コ
り
　
ナ
ン
ヂ
ャ
。
コ
4
日
。
コ
り
・
刃
ン
ヂ
ャ
　
が
t
。
こ
れ
は
何
で

す
。
こ
れ
。
こ
れ
は
何
で
す
か
。
（
老
男
1
老
女
）
善
野

○
カ
ワ
ー
イ

モ
ン
ヂ
ャ
　
ケ
ヨ
t
。
か
わ
い
も
の
で
す
よ
お
。
　
（
老
男
1

a
）
外
山

l
l
ヽ

○
封
」
－
ハ
ン
デ
ャ
　
ゾ
ー
。
昼
食
で
す
よ
お
。
（
中
女
1
育
男
）
狼
煙

○
ヤ
マ
エ
　
イ
キ
ャ
ー
　
タ
ク
サ
ン
ヂ
ャ
。
山
へ
行
け
ば
薪
物
は
十
分
で

す
。
（
老
女
1
同
）
折
戸

な
で
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
頃
音
〔
ン
〕
が
前
接
音
と
な
る
環
境
の
こ
と
で
あ

る
。
な
か
で
も
、
「
ナ
ン
」
　
（
何
）
、
「
モ
ン
」
　
（
物
）
な
ど
の
特
定
語
に
援

し
や
す
い
。



「
ナ
ン
」
に
下
接
す
る
場
合
に
つ
い
て
言
え
ば
、

t

■

l

ヽ

〇
月
ン
ヂ
ャ
テ
t
。
何
で
す
っ
て
。
（
中
女
1
同
）
折
戸

l
l

O
ナ
ン
ヂ
ャ
テ
テ
。
何
だ
と
言
っ
て
。
（
老
女
1
育
男
）
岡
田

な
ど
の
短
形
の
慣
用
文
に
固
定
的
に
見
出
さ
れ
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
ち
な
み

に
、
「
ナ
ン
ヤ
テ
テ
。
」
の
表
現
形
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

「
ナ
ン
・
ヂ
ャ
」
は
ま
た

○
イ
ナ
コ
キ
ッ
テ
　
ナ
ン
ヂ
ャ
ワ
イ
ネ
　
カ
‥
ネ
1
4
ナ
4
呵
4
司
　
ア
ル
が
オ

…
…
。
稲
こ
き
（
遺
異
名
）
と
い
っ
て
何
で
す
わ
ね
え
金
の
何
本
も
出

て
い
る
も
の
を
…
。
（
老
男
1
a
）
大
町

○
ホ
り
　
オ
封
カ
タ
デ
ワ
　
ナ
ン
ヂ
ャ
刊
ネ
…
…
。
そ
れ
は
私
の
村
で
は
何

で
す
よ
ね
…
…
。
（
老
女
1
a
）
川
浦

な
ど
の
よ
う
な
問
投
文
、
そ
れ
に

○
ナ
ン
可
刊
　
ワ
ネ
ー
。
イ
可
－
　
ハ
ヤ
ー
ナ
ン
可
　
ヨ
ー
ケ
　
ダ
引
ン
　
ナ

ネ
I
。
何
で
す
わ
ね
え
。
今
も
う
少
し
も
多
く
出
荷
し
な
い
わ
ね
え
。

＜
炭
∨
（
老
男
1
▼
a
）
大
町

な
ど
の
よ
う
な
特
定
の
発
話
文
に
も
見
出
さ
れ
る
と
い
う
ぐ
あ
い
で
あ
る
。

連
用
形
佃
「
ヂ
ャ
ッ
　
（
た
）
」
に
つ
い
て
見
て
も
、

○
オ
可
シ
可
－
イ
　
モ
ン
ヂ
ャ
ッ
タ
。
ア
バ
　
ク
可
〓
ル
が
t
。
お
も
し
ろ

い
も
の
で
し
た
。
あ
の
蛸
を
と
る
の
は
。
（
老
女
1
a
）
仁
江

〇
日
ナ
　
司
ン
ヂ
ャ
ッ
ク
レ
ド
　
イ
可
4
ワ
　
〓
ナ
…
…
。
（
明
治
の
貨
幣

は
）
皆
銀
だ
っ
た
け
れ
ど
も
今
の
は
皆
…
…
。
（
老
男
I
a
）
大
町

な
ど
の
よ
う
な
例
は
、
ほ
と
ん
ど
稀
に
し
か
聞
か
れ
な
い
。

ま
た
、

○
コ
り
ナ
ン
ヂ
ャ
可
＝
。
こ
れ
は
何
だ
ろ
う
。
＜
絵
を
見
て
∨
竃
女
1

a
）
岡
田

○
ソ
ト
エ
　
ダ
サ
レ
ン
ヂ
ャ
ロ
ー

封
ヤ
ー
。
外
へ
出
さ
れ
な
い
で
し
ょ
う

ね
え
。
（
老
男
1
中
男
）
大
坊

な
ど
の
よ
う
な
推
量
形
の
川
「
ヂ
ャ
ロ
ー
」
も
、
き
わ
め
て
微
弱
な
分
布
を
示

す
に
す
ぎ
な
い
。

こ
れ
ら
、
連
用
形
・
推
量
形
の
わ
ず
か
な
用
例
も
ま
た
、
前
接
音
が
唐
音
で

あ
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。

「
ジ
ャ
　
（
ヂ
ャ
）
」
の
類
の
分
布
は
、
「
ヤ
」
の
類
の
辿
ら
れ
る
お
お
か
た

ヽ

　

ヽ

の
諸
部
落
に
こ
れ
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
行
な
わ
れ
か
た
は
、
い
か

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

に
も
微
弱
で
あ
っ
て
、
そ
の
用
法
も
先
に
見
た
よ
う
に
局
し
た
l
も
の
に
な
っ
て

い
る
。
保
有
者
層
は
、
ほ
と
ん
ど
老
年
者
層
に
限
ら
れ
て
お
り
、
品
位
も
、

「
ヤ
」
の
類
よ
り
は
、
一
段
低
く
意
識
さ
れ
て
い
る
。

「
ジ
ャ
　
（
ヂ
ャ
）
」
の
類
の
ふ
る
わ
な
い
状
況
は
、
お
よ
そ
以
上
の
よ
う
な

ぐ
あ
い
で
あ
る
。

4

「
ヤ
」
の
類
、
「
ジ
ャ
　
（
ヂ
ャ
）
　
」
の
顆
と
見
て
き
て
、
今
こ
こ
に
、
3

「
デ
ァ
」
の
類
、
つ
ま
り
〓
「
デ
ァ
」
、
佃
「
デ
ァ
ッ
　
（
た
）
」
　
川
　
「
デ
ァ

レ
」
、
同
「
デ
ァ
ロ
」
な
ど
が
と
り
あ
げ
ら
れ
る
。

ま
ず
終
止
形
の
Ⅲ
「
デ
ァ
」
に
つ
い
て
見
よ
う
。
「
デ
ァ
」
は
、
も
っ
ぱ
ら

外
泊
地
方
（
旧
西
海
村
に
あ
た
る
が
、
狼
煙
・
川
活
・
東
山
中
の
諸
部
落
を
除

く
。
）
、
お
よ
び
旧
若
山
村
の
山
地
部
（
白
滝
・
南
山
・
北
山
・
上
正
力
な
ど

の
諸
部
落
）
に
行
な
わ
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
外
浦
例
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

○
チ
ッ
別
封
　
カ
4
引
つ
ナ
　
ヒ
」
刊
つ
4
－
。
（
手
紙
で
も
）
自
分
で
書
く
よ
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う
な
流
の
た
つ
人
で
す
。
（
老
男
1
a
）
折
戸

l
i
l
ヽ

○
オ
り
ト
ワ
ト
日
工
カ
シ
ラ
デ
ァ
ー
。
わ
た
し
と
は
十
才
年
上
で
す
。

（
老
女
1
a
）
水
ノ
清

○
可
4
コ
ニ
ウ
．
刊
．
レ
l
刃
モ
ー
ン
デ
ァ
ー
。
あ
そ
こ
に
生
れ
た
者
で
す
。

（
老
女
1
a
）
高
屋

○
可
ン
バ
ン
ヒ
ト
ッ
到
4
が
ー
。
今
晩
は
一
人
で
す
よ
。
（
中
女
l
▼
中

男
）
大
谷

○
タ
イ
7
1
ワ
コ
ン
珂
可
4
ナ
ー
。
台
風
は
来
な
い
の
で
す
ね
え
。
（
中

男
1
同
）
片
岩

〇
月
ニ
ス
ン
が
デ
ァ
ー
。
ガ
ン
コ
ナ
コ
ト

ー
セ
可
〓
ィ
。
何
を
す
る
の

だ
。
乱
暴
な
こ
と
を
す
る
な
。
（
老
女
－
▼
少
女
）
仁
江

○
イ
ノ
ク
ノ
ワ
ク
チ
バ
ッ
カ
シ
デ
ァ
ト
コ
ト

l
。
動
く
の
は
口
ば
か
り
で

す
っ
て
ば
。
（
老
女
1
a
）
真
清

次
に
、
旧
若
山
村
の
山
地
部
例
を
あ
げ
て
み
る
。

○
ジ
ョ
ン
ジ
ョ
オ
へ
刃
．
へ
」
一
」
1
可
ア
ー
ナ
イ
が
デ
ァ
ト
。
（
体

操
と
い
う
も
の
は
）
服
序
に
し
た
が
っ
て
や
ら
な
い
と
効
果
が
な
い
の

で
す
と
。
（
老
男
1
a
）
上
正
力

○
エ
可
4
ニ
ン
ゲ
ン
男
マ
イ
ラ
ン
〓
シ
り
叫
が
デ
ァ
。
今
頃
の
人
は

お
寺
へ
参
ら
な
い
こ
と
に
き
め
て
い
る
の
で
す
。
（
老
女
1
上
白
滝

○
ガ
引
′
ス
ァ
ワ
リ
列
モ
ン
デ
ァ
。
ガ
ラ
ス
が
わ
れ
た
と
い
う
わ
け
で

す
。
（
中
男
1
老
女
）
南
山

○
ユー
ー
が
オ
ソ
り
デ
ァ
ワ
。
夕
顔
（
冬
瓜
）
と
い
う
の
は
そ
れ
で
す
。

（
老
女
－
▼
老
男
）
北
山

「
デ
ァ
」
の
連
用
形
は
「
デ
ァ
ッ
（
た
）
」
、
已
然
形
の
聞
「
デ
ァ
レ
」
は
、

○
ド
ヨ
I
ー
ノ
　
イ
日
が
　
ハ
引
当
っ
タ
サ
カ
ィ
。
土
用
の
入
り
が
二
十

日
だ
っ
た
か
ら
。
（
老
男
1
a
）
上
正
力

○
ア
可
ゲ
ワ
　
ゴ
刊
デ
ァ
ッ
タ
　
ワ
ィ
。
雨
具
は
ご
ざ
で
し
た
よ
。
（
岩
男

1
同
）
北
山

○
ヤ
ク
ダ
イ
ノ
コ
ク
ー

イ
封
ン
チ
ユ
ー
デ
ァ
レ
ド
日
。
薬
代
は
い
ら
な
い

と
い
う
の
だ
け
れ
ど
も
。
（
老
男
1
同
）
外
山

○
オ
当
リ
　
ア
可
マ
ッ
ト
ン
が
デ
ァ
り
ド
…
…
。
わ
た
し
は
仏
に
わ
び
て
い

る
の
で
す
け
れ
ど
も
…
。
（
老
女
1
a
）
仁
江

ノ

な
ど
の
ヰ
っ
に
用
い
ら
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
こ
れ
ら
は
、
「
デ
ァ
」
の
聞
か

れ
る
部
落
の
老
人
層
に
の
み
、
稀
に
見
出
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
に
比
べ
て
、
い
わ
ゆ
る
推
量
形
の
同
「
デ
ァ
ロ
」
は
、
比
較
的
よ
く

行
な
わ
れ
て
い
る
。

〇
月
ン
カ
　
ア
ッ
到
ア
ー
ロ
　
カ
月
－
。
何
か
他
の
言
い
か
た
が
あ
る
だ
ろ
う

か
ね
え
。
（
老
女
1
同
）
折
戸

〇
日
－
シ
ッ
デ
ァ
ロ
　
ノ
ー
キ
ャ
㌧
ど
う
す
る
だ
ろ
う
か
ね
え
。
（
老
女
1
中

女
）
大
谷

○
ホ
ン
ナ
　
コ
〓
モ
ー
ユ
ワ
ン
司
4
ロ
ー
が
。
4
カ
ー
。
そ
ん
な
こ
と
も

言
わ
な
い
で
し
ょ
う
が
。
ね
え
（
中
男
1
同
）
片
岩

－　53－

○

エ

ソ

エ

エ

レ

テ

ヰ
タ
が
デ
ァ
ロ
　
ゾ
イ
ノ
ー
。
磯
へ
入
れ
て
き
た
の

で
し
ょ
う
よ
ね
え
。
＜
ア
ワ
ビ
∨
（
老
男
1
中
女
）
仁
江

○
ソ
ー
ー
デ
ァ
ロ
　
が
ケ
ー
ヨ
ー
。
そ
う
で
し
ょ
う
よ
ね
。
（
老
男
I
a
）
真
浦

以
上
は
、
外
浦
地
方
例
。
旧
若
山
村
山
地
部
と
し
て
は
、

○
チ
ャ
可
ン
l
1
．
．
「
ア
ー
ロ
ー
ト
ト
　
可
別
ズ
キ
デ
ー
ア
ー
ロ
ー
ト
！
…
：
。
茶
碗
で
あ

ろ
う
と
盃
で
あ
ろ
う
と
…
。
（
老
女
J
a
）
上
正
力



r
O
コ
ン
ヤ
　
シ
列
外
ケ
ン
　
オ
ッ
司
7
－
ロ
ー
。
今
夜
は
白
滝
に
い
る
で
し

ょ
う
。
（
老
女
1
中
女
）
白
滝

○
コ
‖
シ
ノ
　
瑚
ン
ナ
が
エ
封
ン
デ
ァ
ロ
　
が
イ
ヤ
ー
。
今
年
の
そ
ん
な

も
の
は
い
ら
な
い
で
し
ょ
う
が
ね
。
（
老
女
1
a
）
南
山

○
勇
4
キ
ャ
ー
デ
‖
4
月
4
ロ
ー
。
茎
が
出
て
い
る
で
し
ょ
う
。
（
老
男

－
▼
同
）
　
北
山

な
ど
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
デ
ァ
ロ
」
も
ま
た
、
「
デ
ァ
」
の
分
布
域
内
の
、
主
と
し
て
老
年
層
に
見

出
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
「
デ
ァ
」
の
類
は
、
外
浦
地
方
、
旧
若
山
村
山
地
部
の
、
主
に

老
年
層
に
見
出
さ
れ
る
が
、
外
浦
西
部
の
大
谷
・
片
岩
・
清
水
・
仁
江
・
去
浦

な
ど
で
は
、
こ
れ
が
中
年
層
に
ま
で
も
聞
か
れ
る
。
「
デ
ァ
」
の
類
は
そ
の
分

布
域
こ
そ
限
ら
れ
て
は
い
る
が
、
そ
の
地
域
内
で
の
生
息
状
況
に
は
、
相
当
に

根
強
い
も
の
が
認
め
ら
れ
る
。
用
法
も
、
「
ジ
ャ
　
（
ヂ
ャ
）
」
ほ
ど
に
は
固
定

化
し
て
い
な
い
の
が
注
目
さ
れ
る
。

品
位
は
、
「
ヤ
」
の
類
に
比
べ
て
、
い
く
ぶ
ん
低
く
意
識
さ
れ
て
お
り
、

「
ジ
ャ
　
（
ヂ
ャ
）
」
の
類
同
様
、
う
ち
と
け
た
気
分
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

5

以
上
の
よ
う
に
見
て
き
て
、
今
、
「
ヤ
」
、
「
ジ
ャ
　
（
ヂ
ャ
）
」
、
「
デ
ァ
」

各
類
の
行
な
わ
れ
ざ
ま
の
大
勢
を
要
約
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
言
う
こ
と

が
で
き
よ
う
か
。

「
ヤ
」
の
類
は
、
圧
倒
的
に
優
勢
で
、
特
に
終
止
形
「
ヤ
」
の
活
躍
が
目
立

ち
、
こ
れ
が
、
珠
洲
の
全
域
、
仝
年
層
に
及
ん
で
い
る
。
「
ヤ
」
　
に
つ
い
で

翼
雅
量
形
の
「
ヤ
ロ
」
、
連
用
形
の
「
ヤ
ッ
（
た
）
」
が
ぁ
り
、
そ
れ
に
、

老
年
層
に
局
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
巳
然
形
の
「
ヤ
レ
」
が
見
出
さ
れ
る
。

「
ジ
ャ
　
（
ヂ
ャ
）
」
の
類
は
、
ほ
ぼ
、
全
円
的
な
分
布
を
見
せ
て
は
い
る

が
、
微
弱
で
ふ
る
わ
ず
、
終
止
形
「
ジ
ャ
　
（
ヂ
ヤ
）
」
は
ま
だ
し
も
、
連
用
形

「
ヂ
ャ
ッ
　
（
た
）
」
、
推
量
形
「
ヂ
ャ
ロ
」
な
ど
は
、
ほ
と
ん
ど
聞
か
れ
な
い
。

「
デ
ァ
」
の
類
は
、
珠
洲
地
方
で
も
外
浦
地
方
、
お
よ
び
旧
著
山
村
山
地
部

の
、
主
と
し
て
老
年
層
に
、
終
止
形
の
「
デ
ァ
」
中
心
に
見
出
さ
れ
る
。
推
量

形
の
「
デ
ァ
ロ
」
が
こ
れ
に
つ
ぎ
、
そ
れ
ほ
ど
に
ふ
る
わ
な
い
　
「
デ
ァ
ッ

（
た
）
」
、
「
デ
ァ
レ
」
が
見
ら
れ
る
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

6

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
．
共
時
論
的
観
察
に
畢
づ
い
て
、
こ
の
地
方
の
「
デ

ァ
」
、
「
ジ
ャ
　
（
ヂ
ャ
）
」
、
「
ヤ
」
の
類
の
成
立
に
つ
い
て
考
え
る
時
、
ど

の
よ
う
な
通
時
論
的
解
釈
、
推
論
が
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

従
来
の
文
献
に
よ
る
国
語
史
研
究
の
説
く
と
こ
ろ
に
し
た
が
え
ば
、
一
般

に
、
「
デ
ァ
」
、
「
ジ
ャ
」
、
「
ヤ
」
の
成
立
推
移
は
、
次
の
よ
う
に
考
え
ら

れ
て
い
る
。

す
な
れ
ち
、
「
デ
ア
ル
」
の
「
ル
」
の
脱
落
形
か
ら
「
デ
ァ
」
が
生
じ
、
そ

お
や

の
「
デ
ァ
」
を
祖
と
し
て
、
片
や
「
ダ
」
、
片
や
「
ヂ
ャ
」
の
成
立
を
見
T
ヂ

ャ
」
は
、
「
ジ
ャ
」
に
移
り
、
さ
ら
に
軟
化
し
て
「
ヤ
」
を
生
む
に
至
っ
た
と

い
う
推
定
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
奥
能
登
珠
洲
方
言
に
お
け
る
「
デ
ァ
」
、
「
ジ
ャ
」
、
「
ヤ
」

の
類
も
、
果
し
て
そ
の
よ
う
な
成
立
推
移
の
過
程
を
辿
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う

か
。
結
論
的
に
言
え
ば
、
必
ず
し
も
そ
の
よ
う
に
単
直
な
推
移
を
辿
っ
た
も
の

で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

藤
原
先
生
は
、
特
に
、
奥
能
登
の
こ
の
問
題
に
触
れ
ら
れ
、
そ
の
注
目
す
べ

き
ど
見
肇
を
、
「
方
言
学
」
　
（
『
日
本
語
方
言
上
の
．
「
ダ
・
ジ
ャ
・
ヤ
」
も
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「
許
・
芋
・
寸
」
吟
嶺
回

廿
N
宗
）
に
お
示
し
に
な
サ
て
お
ら
れ
る
。
そ
H
の
一

節
は
、
次
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。

『
お
そ
ら
く
は
、
奥
能
登
の
「
ヤ
」
　
〔
j
a
〕
は
、

「
デ
ア
ル
」
の
「
デ
ア
」
　
〔
d
e
a
U
、
そ
の

〔
d
j
a
〕
と
な
っ
た
も
の
あ
た
り
か
ら
、
直
接

に
生
起
し
た
も
の
で
は
な
い
か
。
今
日
、
能
登
東

北
隅
に
、
古
態
の
「
デ
ァ
」
助
動
詞
を
聞
き
っ
る

の
は
、
こ
こ
に
大
い
に
参
考
に
な
る
。
「
デ
ァ
」

に
な
ら
ん
で
、
「
ヤ
」
が
分
布
し
て
い
る
。
（
「
ジ

ャ
」
も
あ
る
。
）
　
「
ヤ
」
は
、
多
分
、
「
ジ
ャ
」

を
ま
た
な
い
で
、
い
ま
も
生
き
て
い
る
そ
の
「
デ

ァ
」
の
よ
う
な
も
の
か
ら
お
こ
っ
て
き
た
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
　
－
　
「
ヤ
」
と
な
ら
ん
で
「
ジ
ャ
」

も
お
こ
ろ
う
と
し
、
現
に
そ
の
い
く
ら
か
が
分
布

し
て
い
る
の
か
と
思
う
。
』
示
唆
に
富
む
、
注
目

す
べ
き
ど
見
解
だ
と
思
う
。

こ
こ
で
は
、
そ
の
よ
う
な
解
釈
を
裏
付
け
う
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
事
実
、
事
例
の
指
摘
と
、
そ
れ
ら

に
つ
い
て
若
干
の
私
見
を
述
べ
て
み
た
い
と
思
う
。

す
で
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
「
デ
ァ
」
、
「
ジ
ャ

（
ヂ
ャ
）
」
、
「
ヤ
」
の
類
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分

布
相
が
見
て
と
ら
れ
た
。

こ
れ
を
部
落
本
位
に
見
る
と
、

O
「
ヤ
」
、
「
ジ
ャ
　
（
ヂ
ャ
）
」
、
「
デ
ァ
」

顆
の
三
者
併
存
の
見
ら
れ
る
部
落
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白
滝
・
前
山
・
上
正
力
・
折
戸
・
木
ノ
浦
・
笹
波
・
馬
耗
・
大
谷
・
外

山
・
角
問
・
片
岩
・
清
水
・
仁
江
・
嚢
浦

O
「
ヤ
」
、
「
デ
ァ
」
二
類
の
併
存
の
見
ら
れ
る
部
落

北
山
・
高
屋

O
「
ヤ
」
、
「
ジ
ャ
　
（
ヂ
ャ
）
」
二
類
の
併
存
の
見
ら
れ
る
部
落

鍔
飼
・
寺
社
・
飯
田
・
熊
谷
・
蛸
島
・
粟
津
・
大
町
・
善
野
・
中
・
大

坊
・
岡
田
・
東
山
中
・
杉
山
・
狼
煙
・
川
浦

O
「
ヤ
」
類
の
み
の
見
ら
れ
る
部
落

経
念
・
正
院
・
宇
治
・
寺
家
・
塩
津
・
馬
渡

と
い
う
よ
う
に
出
入
り
の
あ
る
状
況
は
注
目
に
あ
た
い
す
る
。
〔
「
デ
ァ
・
ジ

ャ
・
ヤ
」
助
動
詞
分
布
一
覧
表
参
照
〕

こ
の
よ
う
な
分
布
の
様
相
は
、
三
者
の
成
立
、
推
移
に
関
す
る
何
ら
か
の
反

映
と
し
て
受
け
と
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

三
者
の
う
ち
、
「
デ
ァ
」
の
類
が
、
外
浦
地
方
と
か
旧
若
山
村
の
奥
地
部
な

ど
の
僻
地
に
、
古
老
の
こ
と
ば
と
し
て
分
布
を
示
す
こ
と
は
、
こ
れ
が
古
態
の

も
の
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
で
は
、
こ
の
古
態
の
「
デ
ァ
」
、
あ
る

い
は
「
デ
ァ
」
的
な
も
の
か
ら
生
れ
た
の
は
、
ど
ん
な
事
象
形
態
の
も
の
で
あ

っ
た
だ
ろ
う
か
。
珠
洲
地
方
に
関
す
る
限
り
、
今
日
、
「
ダ
」
を
見
る
こ
と
が

で
き
な
い
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
ま
ず
、
「
ダ
」
は
生
れ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
「
デ
ァ
」
、
あ
る
い
は
「
デ
ァ
」
的
な
も
の
か
ら
生
れ
た
か
と
思
わ
れ

る
も
の
に
は
、
や
は
り
「
ヂ
ャ
」
が
考
え
ら
れ
る
。
と
言
う
の
も
、
調
査
地
点

3
7
の
う
ち
、
1
4
地
点
で
「
デ
ァ
」
と
「
ヂ
ャ
」
と
の
併
用
の
事
実
が
認
め
ら
れ

る
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
そ
の
「
デ
ァ
」
と
「
ジ
ャ
　
（
ヂ
ャ
）
」
と
併
用
部
落
の
実
情
を

見
る
と
、
「
デ
ァ
」
を
言
う
同
一
人
が
、
「
ジ
ャ
　
（
ヂ
ャ
）
」
を
も
「
ヤ
」
を

も
言
う
と
い
う
あ
り
さ
ま
で
あ
り
、
加
え
て
注
目
す
べ
き
事
実
は
、
「
デ
ァ
」

の
使
用
者
が
「
ヂ
ャ
」
を
言
う
場
合
、
前
接
音
が
摂
音
（
時
に
促
音
）
の
音
環

境
の
も
の
が
大
部
分
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
「
デ
ァ
」
を
言
わ

な
い
部
落
の
「
ヂ
ャ
」
も
、
そ
の
す
べ
て
が
前
抜
音
に
畳
音
を
と
る
事
実
が
認

め
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
「
デ
ァ
」
あ
る
い
は
「
デ
ァ
」
的
な
も
の
が
広
く
珠
洲

地
方
に
栄
え
た
時
期
に
、
「
ヂ
ャ
」
へ
の
傾
斜
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
よ

う
な
特
定
の
昔
環
境
の
も
と
で
で
は
な
か
っ
た
か
。
し
た
が
っ
て
、
「
デ
ァ
」

が
無
差
別
に
、
全
面
的
に
「
ヂ
ャ
」
に
傾
斜
し
て
い
く
こ
と
は
、
ま
ず
起
ら
な

か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
「
デ
ァ
」
の
類
と
「
ヤ
」
の
類
と
の
併
存
部
落
の
こ
と
が
大
い
に

注

目

さ

れ

る

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

併
存
部
落
の
高
屋
・
北
山
は
、
い
ず
れ
も
珠
洲
地
方
で
は
最
も
奥
ま
っ
た
地
　
5
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域
（
外
浦
・
旧
若
山
村
の
山
地
部
）
に
あ
っ
て
、
言
わ
ば
古
態
事
象
の
遺
存
し
一

や
す
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
こ
に
「
ジ
ャ
　
（
ヂ
ャ
）
」
が
な
く
て
（
尤
も
、
外

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

浦
・
若
山
の
山
地
部
は
、
お
し
な
べ
て
「
ジ
ャ
　
（
ヂ
ャ
）
」
は
、
き
わ
め
て
微

ヽ弱
で
あ
る
が
）
、
「
デ
ァ
」
の
類
に
、
も
っ
ぱ
ら
「
ヤ
」
の
類
が
、
対
応
よ
く

並
び
行
な
わ
れ
て
い
る
事
実
は
、
殊
に
注
目
を
ひ
く
。

ま
た
、
数
少
な
い
僻
地
部
落
（
外
山
・
仁
江
・
真
浦
）
に
で
は
あ
る
が
、
今

日
、
古
態
の
持
続
助
詞
「
ド
」
、
「
ド
モ
」
に
接
す
る
「
デ
ア
レ
」
が
聞
か
れ
、

こ
れ
に
並
ん
で
、
か
な
り
広
範
な
地
域
に
「
ヤ
レ
ド
」
　
「
ヤ
レ
ド
モ
」
の
よ
う

な
「
ヤ
レ
」
が
聞
か
れ
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
（
ち
な
み
に
「
ジ
ャ
レ
（
ヂ

ャ
レ
）
」
は
聞
か
れ
な
い
。
）
そ
の
「
ヤ
レ
」
が
、
「
デ
ァ
」
の
あ
る
部
落
、
つ

ま
り
外
浦
地
方
や
旧
若
山
村
の
山
地
部
な
ど
の
、
総
体
に
古
態
事
象
を
留
め
や

す
い
部
落
の
老
年
層
に
見
出
さ
れ
る
事
実
は
、
「
ヤ
レ
」
の
古
さ
、
．
ひ
い
て
は



「
ヤ
」
の
素
姓
の
古
さ
を
に
お
わ
す
も
の
と
し
て
受
け
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
こ
に
も
、
「
デ
ァ
」
の
類
と
「
ヤ
」
の
類
と
の
深
い
関
係
が
よ
め
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

「
デ
ァ
」
と
「
ヤ
」
と
の
深
い
関
係
と
い
う
こ
と
で
、
今
一
つ
注
目
す
べ
き

事
実
を
指
摘
し
て
み
た
い
。

珠
洲
地
方
の
「
デ
ァ
」
の
分
布
す
る
地
域
で
は
、
「
ホ
ン
ナ
が
デ
ァ
。
」
（
そ

う
で
す
。
）
　
の
よ
う
に
、
「
デ
ァ
」
が
準
体
助
詞
「
が
」
を
受
け
て
す
る
断
定

の
表
現
法
が
、
比
較
的
よ
く
行
な
わ
れ
て
い
る
。
一
方
に
、
「
討
ン
ナ
が
可
。
」

の
よ
う
に
、
「
ヤ
」
が
準
体
助
詞
「
が
」
を
受
け
る
「
～
が
ヤ
」
形
式
の
表
現

法
が
、
き
わ
め
て
盛
ん
で
あ
る
。
．
こ
の
よ
う
に
、
「
が
デ
ァ
」
と
「
が
ヤ
」
と

の
間
に
は
、
す
な
お
な
対
応
関
係
が
見
て
と
ら
れ
る
。
「
デ
ァ
」
　
だ
け
で
な

く
、
準
体
助
詞
「
が
」
に
も
古
態
性
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
な
ら

ば
、
「
ガ
デ
ァ
」
対
「
が
ヤ
」
の
対
比
か
ら
導
か
れ
る
「
ヤ
」
．
の
素
姓
が
注
目

さ
れ
て
く
る
。
加
え
て
、
「
が
デ
ァ
」
と
「
が
ヤ
」
と
の
対
応
関
係
に
対
し
て

予
想
さ
れ
る
「
が
ジ
ャ
　
（
が
ヂ
ャ
）
」
が
、
対
応
関
係
か
ら
脱
落
し
て
い
る
と

い
う
事
実
に
は
、
・
「
ジ
ャ
　
（
ヂ
ャ
）
」
と
「
ヤ
」
が
辿
っ
た
で
あ
ろ
う
運
命

が
、
微
妙
に
反
映
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
諸
事
実
に
基
づ
い
て
、
珠
洲
方
言
に
お
け
る
「
ヂ
ャ
　
（
ジ

ャ
）
」
、
「
ヤ
」
の
成
立
推
移
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
一
つ
の
推
定
を
下
し

て
み
た
い
と
思
う
。

か
つ
て
、
珠
洲
地
方
全
域
に
遍
活
し
て
い
た
か
と
思
わ
れ
る
「
デ
ァ
」
、
あ

る
い
は
「
デ
ァ
」
的
な
も
の
か
ら
、
地
域
性
に
よ
っ
て
、
あ
る
地
域
で
は
ほ
と

ん
ど
「
ヂ
ャ
」
、
「
ジ
ャ
」
を
素
退
け
す
る
の
に
近
い
状
態
で
、
「
ヤ
」
だ
け

が
生
ま
れ
、
落
ち
着
き
、
あ
る
地
域
で
は
、
「
ヤ
」
を
起
し
っ
つ
、
特
定
の
音

環
境
の
も
と
で
「
ヂ
ャ
」
　
（
ひ
い
て
は
「
ジ
ャ
」
）
も
、
半
ば
平
行
的
に
生
ま

れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
が
実
情
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
と
。
平
行
的
に
と
は

言
っ
て
も
、
「
デ
ァ
」
の
持
っ
て
い
る
断
定
の
助
動
詞
と
し
て
の
生
命
を
、
正

統
　
－
　
正
し
い
血
す
じ
と
し
て
受
け
つ
い
で
い
く
よ
う
な
地
位
を
、
「
ヤ
」
は

「
ヂ
ャ
」
に
対
し
て
常
に
優
位
に
築
い
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
今
日
、
見
る
限
り
で
の
「
ヤ
」
類
、
「
ジ
ャ
　
（
ヂ
ャ
）
」
類
の
勢
力
関

係
翼
そ
の
始
め
か
ら
、
優
劣
措
抗
の
事
態
の
な
か
っ
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
も

の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
珠
洲
地
方
に
関
す
る
限
り
、
時
間
の
前
後
関
係
に
お
い
て
、

明
確
に
、
「
デ
ァ
」
か
ら
「
ヂ
ャ
」
に
推
移
し
、
「
ヂ
ャ
」
、
「
ジ
ャ
」
が
栄

え
る
と
い
う
段
階
を
経
て
、
「
ヤ
」
が
後
生
す
る
と
い
う
よ
う
な
事
態
は
、
ほ

と
ん
ど
起
り
得
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

7

こ
こ
に
試
み
た
、
さ
さ
や
か
な
推
論
が
、
文
献
に
よ
る
国
語
史
の
研
究
に
、

何
ほ
ど
か
の
肉
づ
け
を
果
す
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
付
記
）

○
本
稿
に
使
用
し
た
資
料
は
、
昭
和
3
0
年
4
月
か
ら
、
同
4
3
年
8
月
ま
で

の
臨
地
調
査
に
よ
っ
て
得
た
も
の
で
あ
る
。

○
文
例
後
の
　
（
　
）
内
の
a
は
、
筆
者
を
示
す
。

○
本
稿
は
、
昭
和
4
1
年
1
1
月
国
語
学
会
で
発
表
し
た
も
の
を
骨
子
と
し
た

も
の
で
あ
る
。

○
本
稿
を
な
す
に
あ
た
っ
て
は
、
藤
原
先
生
か
ら
い
ろ
い
ろ
ご
指
導
を
い

た
だ
い
た
。
ま
た
、
地
元
で
は
下
石
茂
信
氏
、
間
谷
庄
太
郎
氏
は
か
多

く
の
方
々
の
ど
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
あ
っ
く
お
礼
を
申
し
あ
げ
る
次

第
で
あ
る
。

〔
昭
和
4
3
年
9
月
3
0
日
〕

1
長
路
大
学
助
教
授
－
－
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